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高　　知　　県 全　　社　　計 当　　月 累　　計
   平成２３年３月の販売電力量は､３億８千５百万ｷﾛﾜｯﾄ時、 当　　月 累　　計 当　　月 累　　計 電力量 前年比 電力量 前年比
　対前年比１０５.４％となった。 電力量 前年比 電力量 前年比 電力量 前年比 電力量 前年比 機　　械 28.0 120.9 370.6 124.0

155 105.0 1,905 105.9 864 105.2 10,130 107.0 化　　学 11.9 118.6 122.8 111.2
[需要の内訳] 32 103.8 406 102.0 149 101.7 1,918 102.6 紙･パルプ 12.0 111.9 134.8 109.9
○ 家庭用などの｢電灯｣は、２月から３月にかけての気温が前年に 187 104.8 2,311 105.2 1,013 104.7 12,048 106.3 鉱　　業 3.4 98.0 38.5 112.2
  比べ低めに推移し、暖房需要が増加したことなどから、 94 102.0 1,236 103.6 516 101.0 6,560 103.3 繊　　維 1.6 110.8 16.8 108.5
  対前年比１０５.０％となった。 104 109.7 1,243 110.0 906 107.4 10,492 106.9 鉄　　鋼 3.5 120.9 35.6 114.0

( 71) (115.0) ( 846) (115.0) ( 720) (109.5) ( 8,220) (108.4) そ の 他 11.0 105.9 127.1 103.5
198 105.9 2,479 106.7 1,422 105.0 17,052 105.5 計 71.4 115.0 846.2 115.0
385 105.4 4,790 106.0 2,435 104.9 29,100 105.8

○ 事務所ビル･大型商店などの｢業務用」については、

  対前年比１０２.０％となった。 (参考１)販売電力量計の対前年比の推移(月別) (参考２)大口電力の対前年比の推移(月別)

○ 産業用の｢大口電力」は、ほぼ全ての業種で前年を上回ったこと
　から、対前年比１１５.０％となった｡

〔参　考〕

  ・ 販売電力量は、平成２２年４月以降、対前年比１２ヵ月
　　連続プラス（参考１）

  ・ 大口電力は、平成２２年４月以降、対前年比１２ヵ月連

　　続プラス（参考２）

平成22年度 (参考３)販売電力量計の対前年比の推移(年度別) (参考４)大口電力の対前年比の推移(年度別)

○ 平成２２年度の販売電力量は､４７億９千万キロワット時､
　対前年比１０６.０％となった。

[需要の内訳]
○ 電灯は、前年に比べ夏季が高気温、冬季が低気温で推移し、
　冷暖房需要が増加したことなどから、対前年比１０５.９％
  となった。

○ 業務用電力は､電灯と同様の気温要因などから､対前年比
 １０３.６％となった。

○ 大口電力は、生産活動の緩やかな持ち直しを背景に、
　全ての業種で前年を上回ったことから、 対前年比 (参考５)高知市内の平均気温 (℃) 　（参考６）大口電力電力量の推移

  １１５.０％となった。 ２  月 ３  月
上旬 中旬 下旬 平均 上旬 中旬 下旬 平均

〔参　考〕 22 年 度 7.9 6.9 12.8 8.9 7.8 10.1 9.9 9.3 
平　年　差 2.0 ▲0.5 5.2 2.0 ▲1.2 ▲0.3 ▲2.0 ▲1.2 

  ・ 販売電力量は、平成１９年度(102.4%)以来、対前年比 前　年　差 0.2 ▲1.4 ▲1.6 ▲0.9 ▲4.7 ▲1.8 ▲0.2 ▲2.1 
　　３年ぶりにプラス（参考３） (夏季) (℃) (冬季) (℃)

６月 ７月 ８月 ９月 12月 1月 2月 3月
  ・ 大口電力は、平成１９年度(103.7%)以来、対前年比 平均 平均 平均 平均 平均 平均 平均 平均
　　３年ぶりにプラス（参考４） 22 年 度 23.3 27.0 29.1 26.4 8.7 4.3 8.9 9.3 

平　年　差 0.6 0.6 1.9 2.3 0.5 ▲1.8 2.0 ▲1.2 
前　年　差 0.0 0.5 1.5 1.4 ▲0.4 ▲2.2 ▲0.9 ▲2.1 

平成２３年４月２５日

四 国 電 力 株 式 会 社

高 知 支 店

電　　力

販売電力量計

業務用電力
産業用電力

需要実績 大口電力の産業別内訳

需要の概要

平成23年3月

需要の概要

計

平成２３年３月分および平成２２年度分　高知県の電力需要について

特定規模需要
以外の需要

電　　灯

　　電灯等の低圧需要の３月分検針期間は、前月(2月)の
　　検針日～当月(3月)の検針日の前日までの１か月間で
　　あるため、2月における低気温の影響の一部は、3月
　　分に反映される。

(再掲)大口電力
特定規模計

特定規模需要
(自由化対象)
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